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１Ｇ２１

への対応がもたらすイノベーションについての考察

― 障がい者の社会的包摂への対応が創出するイノベーション ―
 

○藤田 正典（立命館アジア太平洋大学）

要旨

科学技術がもたらす倫理的・法制度的・社会的課題（ ）の一つとして，障がい者の社会的包摂への

対応は，科学技術が人や社会と調和する社会に向けて重要である．これまでコスト負担を伴うものであ

った地球環境への対応や高齢化社会への対応が，現在ではイノベーションをけん引する産業になろうと

しているのと同様に，障がい者の社会的包摂への対応が，将来のイノベーションをけん引することが予

見される．本稿では， への対応について，社会福祉法人太陽の家（別府市）と

関連する特例子会社による障がい者の社会的包摂への対応事例を取り上げ，これらの対応がイノベーシ

ョンに繋がる可能性について考察する．

 はじめに

失われた 年といわれ経済成長が停滞する日本が活力を取り戻して成長軌道に乗るためには，科学

技術イノベーションの創出活動が必要である．一方，近年科学技術がもたらす倫理的・法制度的・社会

的課題（ ）の重要性が議論されており， の一つとして，障がい者の社会的包摂への対応は，科

学技術が人や社会と調和する社会に向けて重要な課題である．

これまでコスト負担を伴うものであった地球環境への対応や高齢化社会への対応が，現在ではイノベ

ーションをけん引する産業になろうとしているのと同様に，コスト負担が必要と認識されている障がい

者の社会的包摂への対応が，イノベーションの創出をもたらし，イノベーションをけん引する可能性も

予見される．

そこで，本研究では，大分県別府市に本部を置く社会福祉法人太陽の家（以降，「太陽の家」とする）

および太陽の家と大企業との共同出資の特例子会社（以降，「特例子会社」とする）などを事例として取

り上げて調査し，障がい者の社会的包摂への対応がもたらすイノベーションについて考察する．

 背景と目的

 研究の背景

従来の「環境」に関する活動は，公害対策など，コストを掛けて実施されてきたが，現在では電気自

動車などの環境にやさしい事業が収益を生む成長産業となっている．また，「高齢化」に関する活動も，

従来の弱者支援のための施策から，現在では高齢者を対象とした収益事業も多く，成長産業となってい

る．「環境」や「高齢化」と同様に，「障がい者」の社会的包摂への対応も，現在では弱者支援のために

コストを掛けて対策を講じるものであるが，価値を創造し収益を生むイノベーションに繋がる萌芽にな

ることが予見される．

経済学者のシュンペーターによれば，イノベーションの創出には新結合が必要であり，多様な能力や

知識が交わり結合することが重要であるとしている．

障害者基本法によれば，「障害者」とは「身体障害，知的障害，精神障害（発達障害を含む）その他の

心身の機能の障害（以下「障害」と総称する）がある者であつて，障害及び社会的障壁により継続的に

日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるものをいう」とされる．一方で，人には様々な

能力が備わっており，障がい者は，身体的，知的または精神的に標準的な個人生活や社会生活に一部で

あっても制約を受ける人であるともいえる．したがって，障がい者の社会的包摂への対応は，障がい者

が制約を受ける生活を支援する一方で，障がい者のもつ多様な能力の発揮機会をつくることを意味し，

これにより新たなイノベーション創出の可能性があることが示唆される．たとえば，障がい者が能力を

発揮できるユニバーサルなものづくりの職場は，障がいのない健常者にとってもさらに能力が発揮しや

すい職場となり，また，障がい者の意見を取り入れた職場の工夫は，健常者とは異なる観点からのさら
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なるイノベーションを創出する可能性がある．

 関連研究

内閣府は，障害者白書において「障害の有無により分け隔てられることのない共生社会の実現に向け

た取組」について報告しているが，主に障がい者支援の立場からの報告となっている ．一方，経済白

書においては，多様性を労働市場における必要性の観点から論じているが ，その対象は女性や高齢

者・外国人が中心であり，障がい者については論じられていない．

一方，アカデミアにおいても，障がい者への対応は，主に弱者支援の立場から研究されることが多い．

たとえば，東京大学先端科学技術研究センターでは，障がい者を支援する立場から，バリアフリー化

や，障がい者の就学・就労支援や超時短による社会包摂システム について研究している．また，最近

では，メタバースを活用した精神障がい者の孤立予防 などが研究されている．これらの研究では，障

がい者への対応がもたらすイノベーションへのインパクトについては論じられているわけではない．

 本研究の目的

このように，障がい者の社会的包摂への対応があらたな価値を創造しイノベーションに繋がる可能性

があることが予見されるものの，このような障がい者の社会的包摂への対応がもたらすイノベーション

のメカニズムについては明らかではない．

そこで，本稿では，多様化していく一方で包摂性が求められる社会において，障がい者の社会的包摂

への対応を，イノベーションの創出の観点で捉え，「障がい者の社会的包摂への対応がイノベーション

の創出をもたらし，イノベーションをけん引する」という仮説をたて，これを，太陽の家および特例子

会社の活動の事例を通して，考察する．

筆者らは，多様性（学際性と業際性）とイノベーションの関係について，たとえば，スター研究者の

研究分野や所属研究機関の多様性と研究業績との関係 ，研究者の個人内の多様性や複数研究者の協

業による多様性と研究業績との関係 ，大企業の多角化と企業業績との関係 ，スタートアップ企業

と業際化・国際化の関係 について明らかにしてきた．本研究では，多様性の対象を，障がい者に拡張

して，多様性とイノベーションの関係について研究する．

障がい者の社会的包摂がイノベーションを創出し，経済的な価値も含めた新たな価値を創出すること

は，社会的包摂を持続・発展させる重要な活動と考えられる．また「世界人口のうち障害のある人々が

占める割合は パーセント，その内ビジネスに参加している数は パーセント」ともいわれており ，

本研究の社会に対するインパクトは大きい．

 事例

 太陽の家

本稿では，大分県別府市に本部を置く社会福祉法人太陽の家，および太陽の家と大企業との共同出資

である特例子会社を対象とする．太陽の家は， 年東京パラリンピック日本選手団団長を務めた元九

州大学医学部の故中村裕博士が，障がいのある人は仕事を持ち自立することが最も必要という理念と

“ ”というモットーの下， 年に設立した社会福祉法人である．太陽の

家の特例子会社は，オムロン太陽 株 ，三菱商事太陽 株 ，ソニー・太陽 株 ，ホンダ太陽 株 ，デン

ソー太陽 株 ，富士通エフサス太陽 株 ，オムロン京都太陽 株 の 社があり，太陽の家および特例子

会社の障がいをもつ従業員の数は 年 月現在で約 人である ．

 オムロン太陽

オムロン太陽 株 は，オムロン 株 （当時は立石電機 株 ）の創業者である立石一真氏が，中村裕博

士の呼びかけに共鳴し，太陽の家との共同出資で 年に設立した日本で初めての福祉工場である．

オムロンの特例子会社として，制御機器用のソケットやスイッチなどを製造している． 人の社員のう

ち，障がいのある人はほぼ半分の 人である．

オムロン太陽の業務内容や手掛ける製品はほかのオムロングループの工場と同じで，リーマン・ショ

ック時などわずかな例外を除き，黒字経営を続けている．オムロン太陽では，設立以来，ハンディキャ

ップがあってもその人の特性にあわせた工夫でカバーし，たとえば片手の社員が作業しやすい治具を作

ったり，車椅子の社員が動かしやすいよう台車にハンドブレーキを付けたりしている．健常者と障がい
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者で人事評価の査定や給与体系なども共通にしており，障がいをもつ管理職社員もいる．オムロン太陽

では，自社の考え方を，障がいのある社員に対する障壁を取り除く「バリアフリー」の考え方から，障

がいの有無にかかわらず誰もが作業できる，作りやすいということは品質や生産性の向上につながる

「ユニバーサルものづくり」の考え方へと進化させており，障がいがある人に適した現場の工夫は一時

的にコストがかかるが，誰もが作業しやすい環境をつくる過程で，健常者だけの職場で出てこないよう

な発想が生まれてくるとしている ．

 ソニー・太陽

ソニーグループ（株）は， 年の創業当時から，障害の有無にかかわらず，全ての社員が生き生き

と働くことができる環境づくりを進めてきた．創業者のひとりである井深大氏は，知的障害のある人が

働くための場所として 年に社会福祉法人希望の家を設立した．また， 年にソニー最初の特例

子会社ソニー・太陽 株 を設立し，高付加価値の業務用マイクロホンの製造を行っている．

ソニー・太陽では「障がい者だからという特権無しの厳しさで，健丈者（障がいがなく「丈夫」な人

はいるが，「常に」健康な人はいないという考え方を踏まえた表記）の仕事よりも優れたものを，という

信念を持って」という理念を掲げており，ソニーグループの元 である平井一夫氏は「多様な人の異

なる視点がより良いものづくりにつながる」と述べている ．

 ホンダ太陽

ホンダ太陽（株）は，本田技研工業の創業者である本田宗一郎氏と，太陽の家創設者である中村裕博

士との出会いが契機となり，「障がいのある人たちの社会的自立の促進」という理念のもとに 年に

設立された特例子会社で，二輪車，四輪車，パワープロダクツの部品組立を行っている．

ホンダ太陽では，聴覚障がい者向けの音声認識システムを導入してスムーズなコミュニケーションを

図るなど，障がい者の支援を行っている．一方，ユニバーサルデザインの視点を取り入れ，改善提案制

度の導入や，障がいの有無に関係無く誰でも同じように使える設備や治具を製作しており，「ユニバー

サル工場」を目指している ．

 考察

 障がい者の社会的包摂への対応のモデル

節で述べたように，太陽の家の特例子会社のなかには，障がい者の支援を行うだけでなく，障がい

者の社会的包摂によって新たな価値を創造しようという考え方を持った企業も存在する．これらを踏ま

えて，障がい者の社会的包摂への対応を，以下の複数のフェーズに区分する．

 障がい者に対する支援フェーズ

障がい者を支援するフェーズ．旧来の考え方． 

 障がい者の自立フェーズ

障がい者に自立を促すフェーズ．中村博士が太陽の家で目指し，太陽の家とその特例子会社がこれま

で実施してきた考え方． 

 障がい者によるイノベーション創出フェーズ

障がい者と健常者が一緒になって，イノベーションを創出するフェーズ．いくつかの太陽の家の特例

子会社が目指している考え方． 

 障がい者の社会的包摂がもたらすイノベーションのモデル

．節でのべた障がい者の社会的包摂への対応フェーズを踏まえ，障がい者の社会的包摂がもたら

す効果について，図 のようにモデル化する． ．節で述べた通り，人には様々な能力が備わっている

が，障がい者は，身体的，知的または精神的に標準的な個人生活や社会生活に一部であっても制約を受

ける人を意味する．図 において， ， ， ・・・記号は能力の種類を示し，実線は各個人の能力，破線

は標準的な能力を示す．また，図１の「障がい者１」「障がい者２」「障がい者３」「障がい者４」の丸で

囲まれた部分は，障がい者が標準的な個人生活や社会生活の一部に制約を受けること示している．また，
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図１の「障がい者３」「障がい者４」は，「健常者３」「健常者４」と同様に，一部の能力に優れている人

がいることを示している．

 社会的包摂モデル１（個人能力支援モデル）

節で述べた事例の多くは，主に，障がい者に対して図１の「障がい者１」「障がい者２」「障がい者

３」「障がい者４」の丸で囲まれた部分を支援し補完する取り組みのモデルである．

たとえば，バリアフリーなどは，障がい者にとって利便性が高く，このモデルに含まれる．今後障が

い者の数は増加することが予測されるので，環境や高齢化とともに，一つの大きな市場に繋がる可能性

がある．なお，障がい者にとって利便性の高い仕組みは，健常者にとっても利便性が高いことが多く，

ユニバーサルデザインとして，さらに発展する可能性がある．

 社会的包摂モデル２（個人能力発揮モデル）

障がい者支援モデルのなかで，特に図１の「障がい者３」「障がい者４」は，丸で囲まれた部分を補完

しつつ，丸点で指した優れた能力が活かされ，新しい発明やイノベーションの創出を可能とすることが

考えられるモデルである．

たとえば，物理学者のホーキング博士は，若くして運動ニューロン病と診断され，車椅子を使用し，

会話には音声合成装置を使用したが，偉大な業績を残した ． 

 社会的包摂モデル３（能力補完モデル）

コラボレーションにより，個人能力による制約を補完することも可能となるモデルである．図１の「障

がい者１ 障がい者２」や「障がい者３ 障がい者４」の場合，「健常者１ 健常者２」や「健常者３ 健常

者４」と同じ能力をカバーすることができる．

たとえば，企業などの組織的活動における適材適所はこのモデルである． 

図１ 

健常者１ 健常者２ 健常者３（Fに優れる） 健常者４（Aに優れる）

障がい者１（Aに障がい） 障がい者２（Fに障がい） 障がい者３（Aに障がい、Fに優れる） 障がい者４（Fに障がい、Aに優れる）

健常者１+健常者２ 障がい者１+障がい者２ 健常者３+健常者４ 障がい者３+障がい者４
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 社会的包摂モデル４（能力結合モデル）

図１の「障がい者３ 障がい者４」や「健常者３ 健常者４」の丸点で示した高い能力が交じり合うこ

とで新たなイノベーション創出の可能性が高まると考えられるモデルである．障がい者は，特定の能力

の制約を克服するため，別の能力に優れている人がいる可能性がある．障がい者の社会的包摂による

様々な能力の交流と結合の機会は，イノベーション創出を促進させるために重要であることが示唆され

る．イノベーションが多様な能力や知識が交わり結合することにより創出されるという観点から，シュ

ンペーターの新結合モデルといえよう． 

 今後の課題

 障がい者の社会的包摂への対応に関するさらなる調査

本稿では，太陽の家とその特例子会社について，公開された情報をもとに調査した．しかし，その活

動は，太陽の家が立地する別府地域を含め世の中に周知されているわけではない．太陽の家および特例

子会社の活動を事例として，関連文献の調査とともに，太陽の家および特例子会社のマネジメントや従

業員にインタビューなどを行い，障がい者の社会的包摂についての活動を，イノベーション創出の可能

性も含めて形式知化することが望まれる．

 イノベーションを創出・けん引する可能性についての定性的な分析

太陽の家の特例子会社は 社あり，太陽の家および特例子会社の障がいをもつ従業員の数は 年

月現在で約 人である．これらの従業員へのアンケートや各企業の財務情報などをもとに，社会

的包摂とイノベーション創出の関係について定量的に明らかにすることが望まれる．さらに，国内の特

例子会社は 年 月 日現在で日本全国に 社である．これらの会社の包括的な調査・分析が望

まれる．

 持続可能とする制度の設計

今回調査した特例子会社は「障がい者雇用」と「収益の確保」の両立を目指しており，これらの対応

にはコンフリクトが発生する可能性がある．そこで，太陽の家やその特例子会社などの活動を，社会包

摂システムや企業活動システムとしてモデル化し，このコンフリクトを解消し関係者にとって望ましい

社会制度の設計が望まれる．制度設計にあたっては，メカニズムデザイン理論などが有効かもしれない．

メカニズムデザイン理論は，ゲームの理論での知見などを活用し，数理的手法で利害関係者に望ましい

（パレート最適な）状態を実現する制度の設計を目指す理論であり，関係者の利害調整と関係者の活動

についての制度設計に適している ． 

 まとめ

の一つとして，障がい者の社会的包摂への対応は，科学技術が人や社会と調和する社会に向けて

重要な課題である．本稿では，多様化していく一方で包摂性が求められる社会において，障がい者の社

会的包摂への対応を，太陽の家と関連する特例子会社の実践的な対応事例を取り上げて調査した上で，

障がい者の支援という観点だけでなく，障がい者によるイノベーション創出（新たな価値の創出）の観

点から，イノベーションを創出するための障がい者の社会的包摂への取り組みを，複数モデル化してそ

の特徴を考察した．

これまでコスト負担を伴うものであった地球環境への対応や高齢化社会への対応が，現在ではイノベ

ーションをけん引する産業になろうとしているのと同様に，障がい者の社会的包摂への対応が，将来の

イノベーションをけん引することが予見される．また，世界の障がい者数は 年には人口の ％に

達するとの予測もあり，本研究の社会へのインパクトは大きい．

本稿では，太陽の家および特例子会社の公開情報に基づいて調査したが，今後これらの組織のマネジ

メントや従業員に対するインタビューやアンケート、および他の特例子会社も含めた包括的な調査・分

析が望まれる．また，障がい者の社会的包摂が新たな価値を創出することは，社会的包摂への対応が持

続するための重要な活動と考えられる．社会的包摂への対応と社会的包摂による新たな価値創造が持続

するための仕組み（メカニズム，広義の制度）について明らかにし整備することも必要であろう．
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